
（２）サービス付き高齢者向け住宅等の立地
状況とサービス提供等の状況との関係に
ついて 

資料１－２ 



地価とサービス付き高齢者向け住宅等の供給状況との関係 

○立地する2kmメッシュの地価の価格帯別にみると、地価が安いほど、高齢者人口に対するサービス付き
高齢者向け住宅等の供給が多い傾向にある。 

○サービス付き高齢者向け住宅は、相対的に、地価が安い地域において、 
需要（高齢者人口）に比して多く供給される傾向が見られる。 

 <サービス付き高齢者向け住宅・有料老人ホーム合計> <サービス付き高齢者向け住宅>  

7.7% 

3.8% 

6.6% 

9.0% 
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11.3% 

16.8% 

10.0% 

14.7% 

16.1% 

19.2% 

18.2% 

25.3% 

16.8% 

10.6% 

14.1% 

17.7% 

15.2% 

23.4% 

19.0% 

14.1% 

9.3% 

10.8% 

14.2% 

16.8% 

19.5% 

16.3% 

10.4% 

8.2% 

10.2% 

11.2% 

9.1% 

11.8% 

11.1% 

7.7% 

8.0% 

8.0% 

9.1% 

9.7% 

6.5% 

5.9% 

5.2% 

6.2% 

6.5% 

3.5% 

5.7% 

4.6% 

4.5% 

21.2% 

43.9% 

29.1% 

19.1% 

15.1% 

8.3% 

6.7% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 

計 N=13061 

2,5000未満 N=1874 

2,5000～50,000未満 N=3572 

50,000～75,000未満 N=2085 

75,000～100,000未満 N=1145 

100,000～200,000未満 N=2528 

200,000以上 N=1857 

1%未満 1～2%未満 2～3%未満 
3～4%未満 4～5%未満 5～6%未満 
6～7%未満 7%以上 

8.2% 

3.2% 

6.0% 

8.2% 

11.6% 

10.8% 

11.9% 

18.2% 

8.7% 

16.7% 

19.2% 

22.4% 

19.3% 

25.7% 

17.9% 

13.1% 

15.1% 

18.3% 

16.9% 

24.7% 

19.6% 

14.1% 

9.2% 

11.2% 

14.3% 

16.9% 

19.2% 

16.0% 

10.1% 

9.7% 

10.6% 

11.0% 

7.1% 

9.5% 

11.8% 

8.3% 

9.9% 

8.9% 

9.8% 

9.3% 

6.4% 

5.2% 

4.2% 

4.4% 

5.3% 

2.8% 

4.9% 

4.0% 

3.4% 

18.9% 

41.8% 

26.3% 

16.4% 

10.9% 

6.2% 

6.3% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 

計 N=4553 

2,5000未満 N=588 

2,5000～50,000未満 N=1327 

50,000～75,000未満 N=797 

75,000～100,000未満 N=450 

100,000～200,000未満 N=855 

200,000以上 N=536 

25,000 

25,000 

 地価価格帯(円/㎡)  地価価格帯(円/㎡) 
 

1 ※：2kmメッシュ内の高齢者向け住宅の供給量（サービス付き高齢者向け住宅の戸数＋有料老人ホームの定員数）÷ 65歳以上人口 

 

 高齢者人口に対する供給割合※（％）  高齢者人口に対する供給割合※（％） 

25,000 

25,000 



67.1% 

84.1% 

75.2% 

74.8% 

77.7% 

68.2% 

64.1% 

58.9% 

39.6% 

7.7% 

3.8% 

7.2% 

7.5% 

5.1% 

5.6% 

7.1% 

8.3% 

13.3% 

20.0% 

10.8% 

15.3% 

14.5% 

14.0% 

22.9% 

22.4% 

27.1% 

33.9% 

5.1% 

1.3% 

2.3% 

3.2% 

3.1% 

3.2% 

6.3% 

5.7% 

13.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 N=4553 

1%未満 N=372 

1～2%未満 
N=829 

2～3%未満 
N=815 

3～4%未満 
N=642 

4～5%未満 
N=462 

5～6%未満 
N=379 

6～7%未満 
N=192 

7%以上 N=862 

○相対的に、需要（高齢者人口）に対する供給が多い地域のサービス付き高齢者向け住宅
ほど、市街化区域以外の地区に立地する傾向が見られる。 

 <サービス付き高齢者向け住宅・有料老人ホーム合計> <サービス付き高齢者向け住宅>  

64.4% 

75.3% 

74.6% 

73.5% 

74.5% 

68.6% 

66.5% 

57.5% 

37.5% 

9.1% 

6.6% 

7.8% 

7.9% 

7.4% 

7.9% 

8.0% 

7.6% 

14.6% 

20.3% 

16.2% 

15.5% 

15.4% 

14.1% 

20.5% 

20.5% 

26.4% 

32.1% 

6.1% 

2.0% 

2.0% 

3.2% 

4.0% 

3.0% 

5.0% 

8.5% 

15.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 N=13061 

1%未満 N=1003 

1～2%未満 N=2196 

2～3%未満 N=2190 

3～4%未満 N=1846 

4～5%未満 N=1361 

5～6%未満 N=1010 

6～7%未満 N=685 

7%以上 N=2770 

市街化区域 市街化調整区域 

その他都市計画区域 都市計画区域外 

需要に対する供給状況と都市計画区域との関係 

○高齢者人口に対する供給割合が1%未満の地域においては、約１６%が市街化区域以外の地区に立地し､
7%以上の地域においては、約６０%が市街化区域以外の地区に立地している。 

 高齢者人口に対する 
 供給割合(%) 

 高齢者人口に対する 
 供給割合(%) 
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15.9% 

60.4% 



36.9% 

48.1% 

43.2% 

39.8% 

42.1% 

37.4% 

33.8% 

33.3% 

21.5% 

45.4% 

41.7% 

42.9% 

46.4% 

42.5% 

47.6% 

48.3% 

46.9% 

48.0% 

17.6% 

10.2% 

13.9% 

13.9% 

15.4% 

14.9% 

17.9% 

19.8% 

30.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 N=4553 

1%未満 N=372 

1～2%未満 
N=829 

2～3%未満 
N=815 

3～4%未満 
N=642 

4～5%未満 
N=462 

5～6%未満 
N=379 

6～7%未満 
N=192 

7%以上 N=862 

36.7% 

46.1% 

42.8% 

41.6% 

43.0% 

39.8% 

35.0% 

29.8% 

21.1% 

44.6% 

41.3% 

42.9% 

45.5% 

41.8% 

44.3% 

46.8% 

48.5% 

46.9% 

18.7% 

12.7% 

14.3% 

12.8% 

15.2% 

15.9% 

18.2% 

21.8% 

32.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 N=13061 

1%未満 N=1003 

1～2%未満 N=2196 

2～3%未満 N=2190 

3～4%未満 N=1846 

4～5%未満 N=1361 

5～6%未満 N=1010 

6～7%未満 N=685 

7%以上 N=2770 

駅徒歩圏（750m圏） 

駅は徒歩圏外だがバス停が近い（300m圏） 

駅・バス停とも遠い 

○相対的に、需要（高齢者人口）に対する供給が多い地域のサービス付き高齢者向け住宅
ほど、公共交通機関へのアクセスの悪い地域に立地する傾向が見られる。 

 <サービス付き高齢者向け住宅・有料老人ホーム合計> <サービス付き高齢者向け住宅>  

需要に対する供給状況と公共交通機関へのアクセス 

 高齢者人口に対する 
 供給状況(%) 

 高齢者人口に対する 
 供給状況(%) 

3 

○高齢者人口に対する供給割合が1%未満の地域においては、約１０%が駅・バス停とも遠い地区に立地
し、7%以上の地域においては、約３１%が駅・バス停とも遠い地区に立地している。 



86.8% 

97.8% 

93.6% 

91.9% 

92.7% 

90.5% 

85.5% 

83.3% 

65.9% 

7.1% 

1.3% 

3.3% 

4.8% 

3.9% 

6.1% 

8.4% 

10.9% 

16.9% 

6.1% 

0.8% 
3.1% 

3.3% 

3.4% 

3.5% 

6.1% 

5.7% 

17.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 N=4553 

1%未満 N=372 

1～2%未満 N=829 

2～3%未満 N=815 

3～4%未満 N=642 

4～5%未満 N=462 

5～6%未満 N=379 

6～7%未満 N=192 

7%以上 N=862 

○相対的に、需要（高齢者人口）に対する供給が多い地域のサービス付き高齢者向け住宅
ほど、医療機関へのアクセスの悪い地域に立地する傾向が見られる。 

需要に対する供給状況と医療機関へのアクセス 

 <サービス付き高齢者向け住宅・有料老人ホーム合計> <サービス付き高齢者向け住宅>  

85.1% 

94.4% 

92.2% 

91.2% 

91.8% 

89.1% 

86.8% 

82.6% 

64.7% 

7.6% 

3.4% 

3.8% 

5.2% 

4.3% 

5.9% 

7.3% 

8.9% 

16.7% 

7.4% 

2.2% 

4.0% 

3.7% 

3.9% 

5.1% 

5.8% 

8.5% 

18.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 N=13061 

1%未満 N=1003 

1～2%未満 N=2196 

2～3%未満 N=2190 

3～4%未満 N=1846 

4～5%未満 N=1361 

5～6%未満 N=1010 

6～7%未満 N=685 

7%以上 N=2770 

医療機関徒歩圏（750m圏） 

徒歩圏外だが公共交通アクセスがよい（鉄道駅750m圏もしくはバス停300m圏） 

徒歩圏外かつ公共交通アクセスが悪い 

 高齢者人口に対する 
 供給状況(%) 

 高齢者人口に対する 
 供給状況(%) 
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○高齢者人口に対する供給割合が1%未満の地域においては、約1%が医療機関へのアクセスの悪い地区に
立地し、7%以上の地域においては、約１7%が医療機関へのアクセスの悪い地区に立地している。 

医療機関(病院・診療所)へのアクセス状況 



○医療機関（病院・診療所）へのアクセスが悪い地域に立地している場合、医療機関との
連携・提携が行われづらい傾向が見られる。 

医療機関へのアクセス状況と医療機関との連携状況 

 <サービス付き高齢者向け住宅・有料老人ホーム合計> <サービス付き高齢者向け住宅>  

7.9% 

7.4% 

11.9% 

9.6% 

28.4% 

29.7% 

19.9% 

23.2% 

38.6% 

38.8% 

37.8% 

37.2% 

11.8% 

11.0% 

15.5% 

16.5% 

2.2% 

2.0% 

3.6% 

3.3% 

11.1% 

11.1% 

11.4% 

10.3% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 

合計 N=6197 

医療機関徒歩圏（750m圏） N=5230 

徒歩圏外だが公共交通アクセスがよい（鉄道駅

750m圏もしくはバス停300m圏） N=499 

徒歩圏外かつ公共交通アクセスが悪い N=468 

訪問看護ステーションがある 

在宅療養支援診療所・病院がある 

診療所・病院（1の医療機関以外）がある 

現時点ではないが、入居者の状態に応じて、必要になった場合に連携・提携を検討する 

連携・提携については、予定していない 

無回答・エラー 

10.8% 

10.3% 

15.3% 

12.1% 

27.3% 

28.6% 

19.0% 

18.5% 

33.3% 

33.5% 

34.4% 

28.2% 

14.3% 

13.3% 

16.9% 

26.6% 

3.0% 

2.8% 

3.7% 

4.0% 

11.4% 

11.5% 

10.6% 

10.5% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 

合計 N=2263 

医療機関徒歩圏（750m圏） N=1950 

徒歩圏外だが公共交通アクセスがよい（鉄道駅

750m圏もしくはバス停300m圏） N=189 

徒歩圏外かつ公共交通アクセスが悪い N=124 

○医療機関が徒歩圏にあるサービス付き高齢者向け住宅については、約１6%が医療との連携・提携が図
られておらず、徒歩圏外で公共交通のアクセスが悪いものについては、約３１%が図られていない。 

 

医療機関(病院・診療所) 
へのアクセス状況 
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16.1% 

30.6% 

 診療所・病院(上記の診療所・病院以外)がある 

医療機関(病院・診療所) 
へのアクセス状況 



○医療機関（病院・診療所）へのアクセスが悪い地域に立地している場合、「契約更新時
に長期入院中であることを考慮する」割合が高い傾向にある。 

医療機関へのアクセス状況と契約更新時における長期入院中であることの考慮状況 

 <サービス付き高齢者向け住宅・有料老人ホーム合計> <サービス付き高齢者向け住宅>  

69.1% 

67.9% 

73.4% 

78.2% 

24.2% 

25.0% 

21.7% 

17.0% 

6.7% 

7.0% 

5.0% 

4.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 N=6968 

医療機関徒歩圏（750m圏） N=5883 

徒歩圏外だが公共交通アクセスがよい（鉄道駅

750m圏もしくはバス停300m圏） N=563 

徒歩圏外かつ公共交通アクセスが悪い 
N=522 

考慮する 考慮しない 無回答 

62.0% 

61.1% 

65.1% 

71.0% 

34.7% 

35.4% 

32.3% 

26.6% 

3.4% 

3.5% 

2.6% 

2.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 N=2263 

医療機関徒歩圏（750m圏） N=1950 

徒歩圏外だが公共交通アクセスがよい（鉄道駅

750m圏もしくはバス停300m圏） N=189 

徒歩圏外かつ公共交通アクセスが悪い 
N=124 

○医療機関が徒歩圏にあるサービス付き高齢者向け住宅については、約６１%が契約更新時に長期入院中
であることを考慮しており、徒歩圏外で公共交通のアクセスが悪いものについては、約７１%が契約更
新時に長期入院中であることを考慮している。 
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医療機関(病院・診療所) 
へのアクセス状況 

医療機関(病院・診療所) 
へのアクセス状況 



（参考）需要に対する供給状況と入居直前の居住場所 
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○需要（高齢者人口）に対する供給状況によらず、同一市区町村内からの入居は６割強程度、同一市区
町村外からの入居は３割強程度となっている。 

<サービス付き高齢者向け住宅・有料老人ホーム合計>             <サービス付き高齢者向け住宅> 

63.8% 

65.2% 

66.4% 

64.9% 

64.7% 

63.3% 

63.0% 

62.7% 

61.2% 

26.4% 

26.9% 

24.2% 

25.7% 

25.2% 

24.8% 

27.1% 

26.7% 

29.4% 

9.8% 

7.9% 

9.4% 

9.4% 

10.1% 

11.8% 

9.9% 

10.7% 

9.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 N=41497 

1%未満 N=2112 

1～2%未満 N=6554 

2～3%未満 N=7118 

3～4%未満 N=5695 

4～5%未満 N=4142 

5～6%未満 N=3306 

6～7%未満 N=2240 

7%以上 N=10330 

同一市区町村 同一都道府県内 

かつ他区市町村 

他都道府県 

66.3% 

68.7% 

67.5% 

66.6% 

66.1% 

65.7% 

65.4% 

66.9% 

65.2% 

25.1% 

24.2% 

23.9% 

24.2% 

24.4% 

22.7% 

25.1% 

23.1% 

28.7% 

8.6% 

7.2% 

8.6% 

9.2% 

9.5% 

11.6% 

9.5% 

10.0% 

6.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 N=17099 

1%未満 N=865 

1～2%未満 N=3099 

2～3%未満 N=3284 

3～4%未満 N=2629 

4～5%未満 N=1401 

5～6%未満 N=1299 

6～7%未満 N=713 

7%以上 N=3809 

 高齢者人口に対する 
 供給状況(%) 

 高齢者人口に対する 
 供給状況(%) 

かつ他市区町村 



実態調査の結果概要と今後の検討イメージ① 

これまでの検討会等における意見 実態調査等の結果概要 今後の検討イメージ 

○住所地特例の対象となることで地価
の安い地域への偏在が危惧 

○需要（高齢者や要介護者の分布）に
対する立地状況を検証すべき 

〈地域による偏在を懸念する意見〉 

○他の地域からの移動実態について把
握すべき 

〈地域偏在の対策等に係る意見〉 

○市町村が質や立地等をマネジメント
するための方策を検討すべき 

○周辺の医療・介護施設との立地関係
やアクセスが重要 

等 

等 

○相対的に、地価が安い地域におい
て、需要（高齢者人口）に対し多く
供給される傾向が見られる 

〈地域による偏在状況〉 

○相対的に、需要に対する供給が多い
地域のサービス付き高齢者向け住宅
ほど、市街化区域以外の地区に立地
する傾向が見られる 

〈地域偏在による問題点〉 

○相対的に、需要に対する供給が多い
地域のサービス付き高齢者向け住宅
ほど、公共交通機関へのアクセスの
悪い地域に立地する傾向が見られる 

 
○医療機関へのアクセスの悪い地域に
立地している場合、医療機関との連
携・提携が行われづらい傾向にある 

○周辺へのサービス提供や賃料を低廉
にすること等を条件として公有地等
を公募する取組を促進すべき 
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○PREの活用に向けた指針や事例集の

策定 

○登録時や補助金申請時における事業

者の需要予測の徹底 

○資金調達手法の多様化 

〈市町村による質や立地のマネジメント〉 

○市区町村の高齢者居住安定確保計画

や介護保険事業計画への供給方針の

明示を促進 

 

○市区町村の供給方針に即したものへ

の重点的な支援の実施 等 

〈公的不動産（PRE）を活用した公募
による供給の促進〉 

等 

〈事業者の理解等〉 

等 


